
財務の概要　　-令和3年度決算の概要-

（注）千円以下を四捨五入しているため合計欄（実際の金額）の数値と一致しないことがあります。

● 資金収支計算書

[収入の部]
（単位：万円）

決算 前年度比

194,909 △ 3,128

2,218 12

192 △ 2

14,077 872

0 △ 29,952

6,630 1,473

2,344 △ 290

5,314 2,700

41,980 3,599

4,251 △ 4,529

△ 43,332 7,688

228,582 △ 21,557

278,050 17,210

506,633 △ 4,347

[支出の部]
（単位：万円）

決算 前年度比

153,997 1,821

34,951 3,639

11,158 △ 442

0 0

3,976 3,355

4,150 △ 307

3,418 △ 24,021

6,778 △ 4,504

△ 8,677 △ 2,717

209,754 △ 23,176

296,879 18,829

506,633 △ 4,347

18,829 1,619

　

（単位：万円）

活動区分 収入 支出 差異 前年度比

教育活動収支 222,402 200,107 22,295 △ 2,936

設備整備等活動収支 938 11,127 △ 10,189 58

小計(教育活動収支+設備整備等活動収支） 223,339 211,234 12,105 △ 2,879

その他の活動収支 4,018 1,002 3,016 △ 9,565

資産売却収入

科　　　　目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

教育経費支出

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

資金収入（A)

前年度繰越支払資金

収入の部　合計

科　　　　目

人件費支出

管理経費支出

借入金利息支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出調整勘定

資金支出（B)

翌年度繰越支払資金

支出の部　合計

単年度収支差額（A)-（B)

収入の部合計は、資金収入22億8,582万円に前年度繰越支払資金27億8,050万円

を加えた50億6,633万円となりました。（前年度51億979万円 前年度比△4,347万円）

また、単年度の資金収入（22億8,582万円）は前年度（25億139万円）より2億1,557万円

の減少となりました。

主な要因は、資産売却収入の減少によるものです。

支出の部合計は、資金支出20億9,754万円に翌年度繰越支払資金29億6,879万円

を加えた50億6,633万円となりました。（前年度51億979万円 前年度比△4,347万円）

また、単年度ベースでの資金支出（20億9,754万円）は前年度（23億2,928万円）より

2億3,176万円減少となりました。主な要因は、資産運用支出の減少です。

この結果、今年度は単年度として1億8,829万円資金が増加したことになります。

学納金～雑収入までの構成

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

人件費～資産運用支出までの構成

人件費支出

教育経費支出

管理経費支出

借入金利息支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

また、『活動区分資金収支計算書』の結果が右表のとおり

となります。

「教育活動収支」及び「その他の活動収支」はプラス、

「設備整備等活動収支」はマイナスの結果となりました。

なお、当年度の教育活動から生じた収支で当年度の

施設設備資金をどの程度賄っているのかを小計で見る

ことができます。

この数値がプラスのため、借入金による資金調達なしで

施設設備に必要な資金を充当できていることが分かります。



● 事業活動収支計算書

[教育活動収支]
（単位：万円）

決算 前年度比

194,909 △ 3,128

2,218 12

198 4

13,139 766

6,630 1,473

5,949 3,031

223,042 2,159

154,712 664

58,266 3,451

13,000 △ 274

0 0

教育活動支出計 225,978 3,841

△ 2,935 △ 1,683

[教育活動外収支・経常収支差額]
（単位：万円）

決算 前年度比

2,344 △ 290

0 △ 290

2,344 △ 580

0 0

0 △ 30

0 △ 30

2,344 △ 550

△ 591 △ 2,232

[特別収支]
（単位：万円）

決算 前年度比

0 △ 868

1,004 29

1,004 △ 840

218 53

0 0

218 53

786 △ 893

[基本金組入・当年度収支差額ほか]
（単位：万円）

決算 前年度比

195 △ 3,126

△ 5,776 △ 1,634

△ 5,582 △ 4,759

△ 79,013 △ 712

0 △ 110

△ 84,595 △ 5,582

徴収不能額

科　　　　目

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

人件費

教育研究経費

管理経費

教育活動収支差額

科　　　　目

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

教育活動外収支差額

経常収支差額

基本金組入額合計

科　　　　目

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

特別収支差額

科　　　　目

基本金組入前当年度収支差額

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

この教育活動収支では、本業である教育活動に係る収支を表しています。

教育活動収入計は22億3,042万円、支出計は22億5,978万円で収支差額はマイナス

2,935万円となりました。

この教育活動外収支では、財務活動(資金調達･資金運用等)に係る収支を表し、

最後の経常収支では、上記の教育活動と教育活動外の合計（臨時的な収支を

除いた差額）を表しており、学校の経常的な事業活動が安定的であるかを判断する

指標となります。

今年度の収入は2,344万円、支出がなかったため収支差額はプラス2,344万円となり

ました。

また、経常収支差額は、教育活動収支のマイナス2,935万円に2,344万円を加算し

マイナス591万円となりました。

この特別収支では、資産の売却処分等による差額や現物寄附、過年度修正等

一時的に発生した臨時的な収支を表しています。

収入計は1,004万円、支出計が218万円で収支差額はプラス786万円となりました。

三つの区分けの結果、基本金組入前の当年度収支差額が195万円のプラス。

本年度固定資産の取得や除却などにより算出された額として基本金への組入額

5,776万円を加算すると、当年度収支差額は5,582万円のマイナスとなりました。

令和2年度から繰り越した収支差額が7億9,013万円のマイナスのため翌年度への

繰越収支差額は8億4,595万円のマイナスという結果になりました。



● 貸借対照表

[資産の部]
（単位：万円）

科　　　　目 本年度 前年度 差異

 固定資産 1,165,360 1,180,568 △ 15,208

　  有形固定資産 1,050,686 1,067,905 △ 17,219

　　   土地 609,079 609,079 0

　　   建物（建物附属設備） 412,157 429,124 △ 16,968

　 　  構築物・機械装置 1,562 2,263 △ 701

　   　教育研究用機器備品 13,243 12,691 552

　   　管理用機器備品 520 601 △ 81

　   　図書 14,116 14,036 80

　　　 車両 9 111 △ 102

　  特定資産 19,367 16,367 3,000

　  その他の固定資産 95,308 96,296 △ 989

  　　 電話加入権 28 28 0

　 　  ソフトウエア 152 274 △ 122

　   　有価証券 83,250 83,020 231

　   　その他 11,878 12,975 △ 1,097

　流動資産 303,393 281,994 21,399

　   　現金預金 296,879 278,050 18,829

　   　その他 6,514 3,943 2,571

資産の部　合計 1,468,754 1,462,562 6,192

[負債・純資産の部]
（単位：万円）

科　　　　目 本年度 前年度 差異

  固定負債 12,028 12,104 △ 76

　　  長期未払金 103 251 △ 148

　　  退職給与引当金 11,805 11,725 80

　　  預り敷金 93 98 △ 5

　　  預り保証金 27 30 △ 3

  流動負債 51,264 45,191 6,073

  　　未払金 7,845 5,201 2,644

　  　前受金 41,980 38,381 3,599

　  　預り金 1,439 1,609 △ 170

　  　仮受金 0 0 0

負債の部　合計 63,291 57,294 5,997

  第1号基本金 1,475,857 1,470,081 5,776

  第4号基本金 14,200 14,200 0

基本金計 1,490,057 1,484,281 5,776

繰越収支差額 △ 84,595 △ 79,013 △ 5,582

純資産の部合計 1,405,462 1,405,268 195

負債及び純資産の部合計 1,468,754 1,462,562 6,192

固定資産は今年度116億5,360万円で前年度より1億5,208万円

減少しています。

減少の主な要因は、有形固定資産を取得した増加分と減価

償却の差異による減少が主な要因です。

流動資産は、現金預金が1億8,829万円の増加。これは資金

収支計算書の末尾に述べた単年度資金の増額と同額となり

ます。

結果、資産の部合計では146億8,754万円が今年度額となり

前年度比6,192万円の増加となりました。

固定負債は、今年度1億2,028万円で前年度比76万円の

減少。主な要因は、退職給与引当金です。

また、流動負債は5億1,2641万円と前受金の増加により

前年度比6,073万円の増加。

結果、負債の部合計は6億3,291万円となり前年度より5,997

万円の増加となりました。

基本金は、事業活動収支でも述べたように、本年度、第1号

基本金へ5,776万円繰入した為、その額が増加しています。

繰越収支差額は8億4,595万円のマイナスとなり、純資産の部の

合計は140億5,462万円、負債及び純資産の部の合計は146億

8,754万円となりました。


